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JAICOWS会 長挨拶

島田 淳子
(日 本学術会議第16,17期 第六部会員,昭和女子大学教授)

JAICOWSの 皆様 ,お久しぶりです。今年は日本学術会議第 18期が終了し,第 19期会員が選挙され る

年 です。 去る2月 20日 ,総合科学技術会議,日 本学 術会議の在り方 に関する専門調査会 は 「 日本学術会

議 の在り方について の最終まとめ (案 )」 を提出致 しま した。学術会議 の一層の発展,女性会員の増加,そ
して女性研究者の環 境改善を願 うこ と切なるものが あ ります。しか し日本学術会議の在 り方がどのように

変 わつても,JAICOWSの 役割は変 わ りません。今後 共に皆様とご一緒 に努力して参 りま しょう。本 日お

届 けする Newsletter10号 には,12月 に日本学術会議 の 「ジェンダー 問題の多角的検討 特男」委員会」が主

催 した公開シンポ ジ ウムの報告の他 ,遅ればせなが ら「第 18期 日本学術会議の会員推薦 にあたつての女性

候 補者の推薦につ い て」の調査結果 の概要などが掲載 されています。来 る 3月 27日 に開催 される今年度の

総 会および学術会議 ジェンダー問題 の多角的検討特男1委員会主催シンポ ジウムのお知 らせ も掲載されてい

ます。会員の皆様 の ご参集をお待 ち致 しております。

1参カロ報日

公開シンポジウム  学術の世 界 におけるセ クシュアルハ ラスメン ト～加害と被害～

2002年 12月 24日 (火)13:00～ 17:00, 日本学術

会 議 大講堂におい て , 日本学術会議 「ジェンダー

問題 の多角的検討 」 特別委員会主催 の上記公開シ

ンポ ジウムが開催 されました。主 旨は 「セクシュ

アル・ハラスメン トの問題は,最近 になってさま

ざまな大学・研究機 関 。学協会で表面化 しており,

日本 の学術研究に大 きな影響をお よば しているこ

と力`わかつてきた。 そこで学術の世 界 におけるセ

ク シ ュアル・ハラス メントに焦点 を あて,学問の

世界 に特殊な状況の もとでおこるカロ害 と被害の構造

を認識し,よ り良い学術研究体制を構 築するための

政 策提言へむけた議 論 を行う」とい うものです。

池 内了幹事(名 古 屋 大学教授)の 開 会 の辞に続い

て ,原ひろ子氏(力女送 大学教授,ジェ ンダー特委幹

事 )の 司会で,1.博 士号取得者の被 害 実態につい

て ;カロ藤万里子傷彗応 義塾大学助教授 , ジェンダー

特 委WG委員),2.大学の法的責任 …教育研究環境

配 慮義務との関連 で ;松本克美(立命 館大学教授),

3.キ ャンパス・セ クシュアル・ハ ラスメントの解

決 にむけて;戒能民 江 (お茶の水女子 大学教授),4

国 立大学等におけ るセ クシュアル・ ハ ラスメント

防止等について ;文科省官房人事課 審 査班主査 出

澤 忠,の 4氏 が報告 されました。

詳細は,2003年 ■月 24日 付の科学新 聞に掲載され

て いますが,簡単 |こ ま とめてみます。 報告1伽藤)

で は ,加害者への処 分の軽さや対応 までの時間が

か か りすぎる現状 な ど,大学側の管理 不備が指摘

されました。被 害者の名誉回復やカロ害者の再教育

も現在ではまだ欠 けている視点の ようです。報告 2

(松本)では,女子 大生と大学教官 との間で起こった

過去の訴訟の判 例が紹介され,大 学の責任が問わ

れることを報告 されました。司法 の場では,教育

上の支配従属 関係や学生が教育 を 自由に受ける環

境の整備が重視 されているとの こ とです。“大学

の自治"と 称 して外部からの介入 を嫌つていた構

造は改める時期 に来ているようです。報告3(戒能 )

では,2002年 7月 に開催されたキ ャンパス・セクシ

ャル・ハラスメ ン ト全国ネッ トワーク第人回全国

集会で明らか になった課題につ い て報告されま し

た。セクハラの無い環境を実現す るためには “各

大学が経験を共 有化していくこ とが重要な対策に

なる"と のことで した。最後の報 告 (出澤)は行政の

立場から,平成 13年度4月 に施行 された『文部科学

省におけるセ クシュアル・ハラス メン ト防止等に

ついて』の枠組 み を紹介されま した。同省では国

立大学へ学内ホームページの充 実 を推進している

そ うです。

後半にはデ ィスカッションの時 間が設けられま

した。会場か らは ,「各大学にセ クハラ専用の窓 口

は設置されてい るが,相談や苦情 をいっても実際

はほとんど相手 に されない。」といった,大学側の

対応のまず さを指摘する意見が数 多 く出ました。

窓口を担当で き る人材がまだまだ不足しているよ

うです。
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シンポジウム参カロ者のアンケー トよ りいくつか
の感想をピックア ップしてみます。
<全体の内容 。企画 について>
。行政担当者の意 見が聞くことが出来てよかった。
。文部科学省だけでなく,厚生労働省 ,法務省 ,

総務省など砲 弾的な議論の場の糸睦続 を期待する。
。女性研究者の今 後の活躍に期待す る。
・ セクハラは個人 の問題であると同時に共通の間

題であるとの思 いを強く認識 した。
・ 良い企画だつた のに参加者が少なかったのが残

念だった。 (複数 )

・ 各大学の対応や文科省の姿勢が理解できた。教

員個 人々の考 え方 に深い問題があ り, それが前

向きに取り組む個人をさまたげる方向にあるよ

うに思つた。時間がかかるが 大 きな動きになっ

ているので, 弓1続き
・ 努力をお願い したい。
<学術会議に対 して >
。 日本学術会議 力` このテーマをとりあげたことに

大変共感する。
・ 会場が学術会議 で大変よかった。 夢 をもって研

究を進む女性 の大部分が撤退を よぎなくされ
ていると思う。 このような場でまた開いてほし
い 。

<四氏の報告につ いて>
。 「加害者への教 育」 といった観点 |ま省庁の出し

ているガイ ドライ ンから欠けてい て残念である。
・ セクハラの防止 策 は,学生・研究者 の権利のた

めだけでなく大 学 の義務として講 じるべきであ

るという視点が新鮮だつた。
・ 文部科学省は,特に女性大臣であるこの機会に,

この問題に対 す る多くの予算 や 人材の確保をお

願いしたい。
・ 個々の対応 力`すべて各大学任 せ というのに唖然

とした。「各 大 学で対応しな さい」「各大学で努

力しなさい」 では事態は改善 しないのでは。
。私立大学を含 めたすべての教員 を対象に文部科

学省として啓 蒙活動をすべき。
・ セクハラや人 権侵害に関する取 り組みを国か ら

の補助金査定 の際考慮すべき。
・私立大学に通 う学生の権利のつ いても,厚生労

働省に任せ るのではなく文部 科 学省が責任を持
つて扱うべ き。

教育や研究の場 で,セ クシャル ハ ラスメン トが

起 こり人権が侵 害 されるのは許 され ないことだ と

思います。自由な研究の場を提供 すべき大学側の
,

責任ある積極的 な対応が必要です 。その中には ,

カロ害者の処分だ けでなく,被害者 の権利回復や心
のケアも含まれ るべきですし,す べての教職員・

学生が “セクシ ャルハラスメン トとはなにか"を
学ぶプログラム も必要だと思われ ます。それは国
立大学だけでな く私立大学や研 究 機 関にも不可欠

なことでしょ う。 また,教員が ,教員 を調査するの

に限界があるの な らば,必要に応 じて第二者機関
の介入もやむを えないのではない か との印象も受
けました。

教育研究の場 0ま どうしても閉鎖 的な環境にな り
がちです。それ だ けに,性別や身 分 (今回の場合
は例えば学生か教員か,あ るい |ま助手か教授かな
ど)にかかわ らず ,相手のことを思 いやる気持 ち

を忘れないでいた いものだと思い ま した。

(中 山 榮子 )

鋼 中)。

2∞ 1年のЛttCOWS演研連知催シンポジウム「科学
砒 費と女性研究者」でも,このことについて熱心な

意見が出ました。出席した力畔どの研¨ 画室
長(Zり、間研二さん)にフロアから数 の方が意見鰊 情
や引つを出したことや 日本学肝会議ジェンダー特委
から文稽 等に要望を出した成果だ と思いま丸

0畷万里子)

員会」から2000年 7月 10日 付で出 され ていることを

第 18期 日本学術会議 「ジェンダー 問題の多角的検

討特別委員会」 が知ったのは,2002年の終わりで

す。皆さんも関心 をもって居られ る ことと思いま

すので,要点のみ を報告します。
アンケー トは , 第 18期 日本学術 会議登録学術研

でも育児休業が可能 l

2∞3年3月 7日付の科錯響痛編によると,科鋼 ・学

け のけ 費部会で,科批 費補助金の磯 計

画の途中で育児休業をとれるよう,運用 を弾力化する
ことを大筋で了承した とのことで九 現在では,科研

費をもらつていても,育休のた改助 月以上の中断があ
ると,科研費はそこで断念 しなけれ|ゴな りませれ 今
後は,育体をとっても,育休があけた時に科研費を再

開することができるようになります∈却 は文稿 で

2000年 3月 ,上記 「第 18期 日本学術会議の会員推

薦 にあたっての女性 候補者の推薦等 について」と
い うアンケー トが , 各学協会に配 布 されたのを
JAICOWSが 評価 して とりあげたこ とをご記憶の

方 も多いと思います。その結果報告が ,第 17期 日

本 学術会議「女性 科 学者の環境改善の推薦特別委

第18期 日本 学絵 議の会員鶴 にあた っての女性候 補 者の捺 等 について

(調齢 刷 要)
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究団体(1356団 体)のすべてに郵送され ま した。回収

数 は746件で回収率 は55%(回収率が もつとも高か
つたのは第6部農学部 門の63.2%,も つ とも低かつ

たのは第2部法学部門の429%)で した。この集計に,

日本学術会議事務局 は大変時間がかか ったとのこ

とです。その回答で は,会員候補754名 (う ち男性
741人 ,女性は42人),推薦人は1226人 (男性1156

人 ,女性70人 )で ,いずれも全体のO.6%と いう低さ
です '。

「第18期 の 日本学術会議会員候補者の選定

及 び推薦人の指名 に際 し,女性の増力日のための配

慮 としてどのような措置をとったか」 という質問
にたいしては,「特段 の措置を講じなか った」が4

害りにのぼる310団体 ともつとも多く,「理事会 ,総

会 において議題とした」が3割を占める229団 体で
これ に次ぎます。そ の次が「自学会 における女性

会員数,属性等を確 認 した」とい う189団体(全体
の4分の1)です。
「女性会員の育成策 についての検討」の質問では,

「女性会員を役員等 に積極的に登用す る」が270団

体 (36%),「 自学会の女性会員を増やす方策を検討
す る」が208団 体(28%)で ,あわせて478団体(約 3 (伊藤 セツ)

2002年度JAICOWS総会のお知 らせ

下記の通り総会を開催 します。会員 の皆様のご参加 をお待ちしています。     会長  島田淳子
日時 2003年 3月 27日 (木)11時～ 12時
場所 日本学術会議 (5階 第1部室 )

議題 2002年度活動報告と会計報告 。2003年度活動計画 と予算 。その他
同封の葉書で折り返し出欠・委任状等をお願いします0月 25日必着)。

日赫     
「ジェンダー間むの多角的癬辞拐願 会」州開シガ ジウム7膨麟多への機

2003年 3月 27日  14:00-17:00, _L記 シンポ
ジ ウムを開催します。詳細はこのニ ューズレ
ターの最後のペー ジをご覧下さい。 シンポジ
ウムの主旨は次の とお りです。
21世紀の日本の科学をより豊かに実 り多い

ものにするするためには,さ まざまな発想を
もつたいろいろなタイプの研究者が ,自 由に
学問の世界に参入 で きるような学術体制を構
築す ることが望まれ ている。学問の世界での
男女共同参画は,最近,進展をみせ はじめて
い る。文科省や国立大学 。研究機 関での通称

分 の2)が積極的姿勢 を示しましたが ,243団体(3分
の 1)は 「検討す る予定はない」とい う解答でした。
「今後の日本学術 会議会員の女`lll候補の選定及び

推 薦人の見込み 」 については,「 な ん ともいえな
い」が半数を少 し上回る386団体で ,「積極的に考

慮 したい」はlo5団体(14%)に過 ぎ ませんでした。
このアンケー トが来た2000年3月 ,私は社会政策学
会 の代表幹事を務 めており,女 `性候 補需をたてて

推薦人にもなって いましたので,幹 事会にはかつ

て積極的回答を提 出 したのはまだ記 憶に新しいと
ころです。第19期 の選挙の取り組 み が遅れ,2月 20
日に,総合科学技 術会議,日 本学 術 会議の在り方
に関する専門調査 会が出した「 日本 学術会議の在
り方 |こ ついての最 終 まとめ篠 )」 を読 むと,こ の先
が不透明ですが , この調査結果か ら見ても,学術
の世界への男女共 同参画が切に望ま れ ます。

・ 実際の会員候補は798人 (う ち女性46人 ),推薦 人 1868人 (う ち女

性95人 )で した。

・ 'その女性候補は落選 で した。

使 用や,各学会 の大会開催時に保 育室が設置
され るなどの動 きはその例であ る。 しかし統
言十が示すように , 日本は諸外国 に くらべ,女
性研究者の割合 が特に理工系で低 υヽなど,豊
か な人材確保の 上 でまだまだ改 善 の余地があ
る。 ジェンダー 特 委では,継続 白いこ学術体制
の 中のジェンダーバイアスを改 善するための
問題提起を行つて きた。昨年の シ ンポジウム

『 女性研究者 と科 学研究費』につ づき,今年
は育児支援をと りあげ,問題点 を明 らかにし,

具体的な政策提 言 へむけて議論 を喚起したい。

このニューズレターは,担当の伊藤セツ・カロ藤万里子・中山榮子 が編集しました。

連絡先 :女性科学研 究者の環境改善に関する懇談会 (JAICOWS)事 務局
〒 154‐ 8533東京都世 田谷区太子堂 1‐7

昭和女子大学女性文化研究所内  担当幹事 伊 藤 セツ
Te1 03‐ 3411‐ 5096 Fax 03・ 3411‐5264  E・ ma■  jo‐ 2100@swu.ac.Jp

http:〃sun五se.hc.keio.ac.jp/～ ma罰止0万 aiCOwS/
事務センター :〒 105‐0001 東京都港区虎ノ門 3-7‐ 2大橋ビル 株 式会社ワール ドプ ランニング

Te1 03‐ 3431‐ 3715 Fax 03‐ 3431‐ 3325E‐ mall wOrl(熊 @med.eman.ne.jp
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第 18期日本学術会議「ジェンダ ー問題の多角 的検討特別委員会」
/AN開 シンポジウム

日時 :2003年 3月 27日 14:OO-17:00

場所 :日 本学術会議 (地下鉄千代田線乃木坂駅下車す ぐ)入場無料, 予約不要

主催 :日 本学術会議第 18期「ジェンダー問題の多角 的検討特別委員会」(「ジェンダ ー特委」)

共催 :J∧ICOWS(女性科学研究者の環境改善に関 す る懇談会=Japanese AssociaJon for

thelmprovement of Conditions of Women Scientists)

天文研連,家政学研連 ,木材学研連,基礎法研連, その他の研究連絡委員創交渉中 )

総合司会 :岩丼宣子 (日本搬 議第18期「ジェンダー特委」委員 第二部銀 専修大学教D

開会挨拶 :島田淳子 n」AICOWS会長, 日本引権轟薪当 6,17期第六部会員 ]研□女誇 大到慶)

挨拶 :蓮見音彦 (日本学術会議細 8期「 ジェンダー特委」委曇辰:第一音匠ミξ乳 不厳 子婢 騨 陸∋

司会 :原ひろ子 嚇睦鉢蒔敷長 日本学術会義第18期「 ジェンダー特委」幹詞

幸晨告 :

・研 究 者と子育て 一一 文科省科学 技術振興調整 費 による調査 研 究結果報告

・応用物理学会のア ンケート調査報告より

都河明子(東京医科歯科大学教 授 )

堂免 恵 (富士通カンタ ムデバイス)

パネルディスカッシ∃ン:『楽 しく子育ても研究も』
≪パネリス トの自己紹介と各分野の概況幸晨告 ≫

言寸言命

加藤万里子(天文学研連幹事 :慶応義塾大学助教授)

中山榮子(木材学研連委員,日召禾□女子大学助 教授)

堂免 恵 (応用 物理,富士通カンタムデバ イス)

池島防剛 宏子 (医学 :慈恵会医科大学助手 )

文部科学省関イ系者 :大木男女共同参画学習課長

有志 による声明

問い合わせ先 :カロ藤万里子(慶応義塾大学助教授 ジェンダー特委WG委員)marikα @sun五 se.hc.keiO.acjp

慶応大学 (天文学教室)fax(045)566‐ 1102電話(045)566‐ 1135(直 通)URLhttp″ sunrise hc keio ac.jp/― marikOノ


